
※床レベルについて…図面記載の数値は基準から何mm差があるかの数字となります。

※勾配について…おおむね3m以上離れた2点間の距離と2点のレベル差から計算します。

HCM 調査(レベル傾斜測定)図 検査員
検査実施日 2019年1⽉25日
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②外壁ひび割れあり(最大1.0mm)
※建物全体的にひび割れは⾒受けられます

◎︓測定器設置位置
※重量物(大型家具・ピアノ等)の影響により、数値が変動する場合があります。

【床傾斜】 ※最大値
『2階南⻄洋室8.0帖』
北⻄から南東⽅向へ
34mm/約5,000mm
=6.8/1000

【壁傾斜】
【A】1.0/1,000 上部が南⽅向へ
【B】2.5/1,000 上部が⻄⽅向へ
【C】1.0/1,000 上部が⻄方向へ

【D】2.5/1,000 上部が南方向へ

①基礎クラックあり(最大1.6mm)
※建物全体的にひび割れは⾒受けられます
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下屋

屋根葺き材欠損、割れ

外壁、バルコニー笠木執り合い

コーキング欠損

バルコニー腰壁にコケ

下屋屋根葺き材全体にコケ

シャワーホース付け根より漏水

給湯器裏、配管廻りコーキング欠損

燃焼機器撤去後と思われる

外壁貫通部にキャップ等無し。

灯油配管コーキング欠損

便器タンク下端

漏水若しくは結露

による水滴露見

バルコニー裏軒天に雨染みあり

外壁幕板コーキング欠損

基礎クッラク最大値

外壁クッラク最大値
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